


































































第 1期　昭和 2年（1927 年）頃～昭和 25 年（1950 年）
第 2期　昭和26年（1951 年）～昭和 63 年（1988 年）




半とに分けることができるだろう。作品からみれば、昭和 11 年（1936 年）に完成した《フリュートとピアノのた
めのソナチネ》は初めて雅楽の要素が取り込まれ作品である。だが、先に述べたように、この時期はまだ民謡への
関心が持続している時代でもある。取材する対象が明確に変わるのは、雅楽に用いられる楽器の様々な音型や催馬
楽などの歌唱様式を参照した《古今集》が書かれた昭和 14 年（1939 年）以降である。したがって、第 1期を前後
に分けるとすれば、この《古今集》の以前と以後での区分が妥当であろう。ただし、第 1期では《古今集》以降も
民謡に取材した作品がまったく書かれていないというわけではなく、また作曲家の様式そのものが変化している





















昭和 3 年（1928 年）～昭和 5 年（1930 年） 幼年時代の思い出 pf.
昭和 3 年～昭和 11 年（1936 年） 南部民謡集第 1集 vo., pf.
昭和 3 年～昭和 16 年（1941 年） こどものためのやさしい小品 pf.
昭和 5 年（昭和 5年）～昭和 11 年（1936 年）フリュートとピアノのためのソナチネ fl., pf.
昭和 9 年（1934 年） 前奏曲ニ調 pf.
昭和 9 年 パストラル orch.
昭和 13 年（1938 年） 南部民謡集第 2集 vo., pf.
昭和 14 年（1939 年） 南部子守唄を主題とするピアノとオルケストラのための変奏曲 orch., pf.
昭和 14 年～昭和 20 年（1945 年） 古今集 vo., pf.
昭和 14 年～昭和 20 年 六つの田園舞曲 pf.
昭和 15 年（1940 年） フリュートとクラリネットのためのソナチネ fl., cl.
昭和 15 年 前奏曲ト調 pf.
昭和 15 年 富士縁起 vo., orch.
昭和 17 年（1942 年） セロ・ソナタ vc., pf.
昭和 21 年（1946 年） 2台のピアノのためのコンセルタント 2pf.
昭和 23 年（1948 年） ピアノ・ソナチネ pf.
昭和 23 年 ヴァイオリン・ソナタ vn., pf.
昭和 23 年 ピアノ・トリオ pf., vn., vc.
昭和 24 年（1949 年） ピアノ・ソナタ pf.
昭和 24 年 弦楽四重奏曲第 1番 sq.
昭和 25 年（1950 年） トリオ fl., pf., fg.




















































《南部民謡集》は 2集からなる民謡編曲歌曲集であり、1集と 2集はそれぞれ 7曲から構成されている。全 14 曲
の曲名と作曲年を表 2に示す。
すでに表 1にも記したように、《南部民謡集第 1集》自体の作曲年代は昭和 3年から 11 年のあいだであると推
定されるが、この作曲年代の開きについては、1年程度の誤差はあるが、作曲家自身のつぎの発言からも裏づけら
れる。
最初の 7曲、『牛追唄第 1』、『子守唄』、『牛追唄第 2』、『田植唄』、『刈上げ唄』、『ソンデコ』および『盆踊』の
作曲年代について、はっきりした記憶がないが、最初の『牛追唄第 1』は、それにつづく諸作よりもはるかに









昭和 3 年（1928 年）頃 牛追唄第 1 《南部民謡集第 1集》に収録
昭和 11 年（1936 年） 牛追唄第 2、子守唄、田植唄、刈上げ唄、ソンデコ、盆踊《南部民謡集第 1集》に収録
昭和 13 年（1938 年） 馬方節第 1、馬方節第 2、千福山、金山踊（からめ節）、山唄、甚句踊、よしゃれ 《南部民謡集第 2集》に収録
6 竹内直　松平頼則の《南部民謡集》をめぐって
みてよいだろう。《第 2集》はその翌年にアレクサンドル・チェレプニン Alexander Tcherepnin（1899-1977）の提
案によって作曲された。
2. 3　《南部民謡集》の各版












〔譜例 1〕松平頼則〈牛追唄（第 1）〉初版（昭和 6年）より冒頭
7
昭和 62 年（1987 年）に『松平頼則歌曲集』（全音楽譜出版社）が出版された際、《第 1集》と《第 2集》のどち
らも合わせて収録された。『松平頼則歌曲集』所収の《第 1集》は CATから出版された昭和 12 年版と比較すると
歌唱部に違いはないが、一部の楽曲のテンポや伴奏部に若干の相違点がある。ただ、この相違については、大幅
























《南部民謡集第 1集・第 2集》 『東北民謡集』 『岩手民謡集』





















もう一つ《南部民謡集第 2集》の第 4曲〈金山踊（からめ節）と採譜とを比較した場合もみておこう〔譜例 4、5〕。
〔譜例 3〕〈牛追ひ唄〉『東北の民謡』より冒頭

















〔譜例 5〕〈金山踊からめ節〉『東北の民謡』より 1-16 小節
11
ところが、旋律の末尾が八分音符で記譜されているというこの特徴は、その後に出版された〈牛追唄（第 1）〉


































































１　明治 40 年（1907 年）、旧石岡藩主松平頼孝子爵の長子として東京に生まれる。学習院初等科、暁星中学校を経て、慶應義
塾大学予科在学中に作曲家を志ざし、同大学を中退。ピアノをラウルトップ、作曲を小松耕輔、和声、対位法をヴェルクマ
イスターに師事。昭和 5年（1930 年）、箕作秋吉、清瀬保二とともに新興作曲家連盟の設立に携わる。昭和 10 年代（1930
年代半ば）には「コレクション・アレクサンドル・チェレプニン」より《前奏曲 ニ調》（1934）、《フリュートとピアノのた
めのソナチネ》（1930-1936）、《南部民謡七曲》（1936）などが出版される。1939 年には《古今集》を発表。昭和 16 年（1941
年）から日本高等音楽学校の作曲、和声科教授に就き、同校が昭和 18 年（1943 年）末に閉校するまでその任にあった。戦
後は清瀬保二、早坂文雄らと新作曲派協会を結成。昭和 27 年（1952 年）には国際現代音楽協会世界音楽祭に《ピアノと管
弦楽のための主題と変奏》（1951）が入選。以後、13 回の入選を重ねる。昭和 37 年（1962 年）《舞楽》でイタリア国際コン
クール第 1位、平成 5年（1993 年）にはペトラッシ国際作曲コンクール第 1位。戦後の主な声楽作品には《催馬楽による
メタモルフォーズ》（1953/58）、《二星〈朗詠〉》（1966/89）、《早春〈朗詠〉》（1975/90）、モノオペラ《源氏物語》（1990-93）、











６　作品名の表記は、作曲者自身の付したフランス語のタイトル Sonatine pour flûte et pianoにもとづく作曲者自身の日本語表記
による。第 1楽章は昭和 5年（1930 年）起筆され、第 2楽章が昭和 10 年（1935 年）、第 3楽章が翌 11 年（1936 年）にそ
れぞれ書き上げられた。第 2楽章の旋律は雅楽の長保楽に由来する〔松平　1983: 8〕。
７　明治 25 年（1892 年）5月 8 日、岩手県遠野町に生まれる。大正 7年（1918 年）、東洋音楽学校器楽部卒業後、岩手県で教
師を務めながら民謡調査を始める。昭和 6年（1931 年）、『岩手民謡集』（シンフォニー楽譜出版社）を出版。昭和 16 年（1941
年）、日本放送協会仙台中央放送局嘱託（民謡採譜編集業務）となる。翌 17 年（1942 年）、『東北の民謡第一編　岩手県の
巻』（日本放送協会）を出版。昭和 31 年（1956 年）の『東北民謡集　青森県』を皮切りに、東北各県の民謡採譜集を順次







９　雅楽的な要素を取り入れた楽曲と 12 音技法との関係について分析した研究としては Klein〔1998〕、成本〔2014〕がある。
Luciana Gallianoは松平の南部民謡への関心について著作の中で触れてはいるが、分析的な観点は示していない。また
Gallianoの著作は南部民謡を「the folk music from southern Japan」と記すなど、誤りもある〔Galliano 2002: 84〕。
10　松平の芸術思想の発展を扱った椎名〔1994〕では、大正後期から第二次世界大戦終結（1930 年代から 1945 年）までを第 1















15　岩手県盛岡市出身のバリトン歌手。詠三以外に瓔三、 三、栄三とも記名される。明治 40 年（1907 年）に渡米、その後当
地で声楽家を志ざし、大正 8年（1919 年）にフランスに渡る。高名なバリトン歌手シャルル・パンゼラ Charles Panzéra
（1896-1976）に 2年のあいだ師事。帰国後はフランスとスペインの近代歌曲の紹介者として活躍した。
16　『岩手民謡集』には岩手県の民謡 24 曲が収められている。武田忠一郎作編曲と記されていることからもわかるように、純粋
な採譜集ではなく、民謡編曲集としての性格強い。収録された 24 曲の民謡のうち、松平頼則の〈牛追唄〉を含む半数の 12
曲にピアノ伴奏が付されている。廣島高師附属小學校音楽研究部が編纂した『日本童謡民謡曲集』と『続日本童謡民謡曲集』
には、武田忠一郎の採譜が前者に 25 曲、後者に 21 曲収録されている。
17　松平は《南部子守唄を主題とするピアノとオルケストラのための変奏曲》（1939）を作曲する際に盛岡を訪れ、武田の採譜
コレクション見たと述べている〔松平　1940：38〕。
18　「コレクション・アレクサンドル・チェレプニン Collection Alexander Tcherepnine」（CAT）はロシア出身の作曲家であるア
レクサンドル・チェレプニンが昭和 10 年（1935 年）から 15 年（1940 年）にかけて自身の名前で行った出版事業のことを
指す。CATについては、〔高久　2015〕および〔高久　2017〕を参照。
19　ワインガルトナー賞（ヴァインガルトナー賞とも表記される）とは、オーストリアの指揮者フェリックス・ワインガルト
ナー Felix Weingartner（1863-1942）が昭和 12 年（1937）に来日した際に、日本の作曲家への関心から設けた作曲コンクー
ルである。優等入選にワインガルトナーの弟子であった尾高尚忠の《日本組曲》など 5作品、1等には松平頼則の《南部民
謡集第 1集》を含む 5作品、2等に江文也の《台湾舞曲》ほかの 9作品が選出された。
20　目次では「10　南部民謡　牛追唄（松平氏編曲）」と表記されている。
21　下記の発言にもとづく。「そういうことでチェレプニンが出版するというので第 2集を書きました」〔松平他　1981：19〕。













































Galliano, Luciana. 2002. Yogaku: Japanese Music in the Twentieth Century. Trans. Martin Mayes. Maryland: Scarecrow Press.









Between transcription and composition: 
the early years of Yoritsune Matsudaira
TAKEUCHI Nao
Yoritsune Matsudaira (1907-2001) was one of the pioneers of modern composition in Japan, and the connection of his 
creative output with Japanese traditional music, especially gagaku, has often been noted. But there are few studies that 
reveal exactly how his composition relates to traditional music.
This study explores the relation between the composition process of Matsudaira’s Collection of Nanbu Folksongs (南部
民謡集 ), based on the folksongs of the southern district of Iwate prefecture, that Matsudaira had a strong interest in his 
early years of creative activity, and transcriptions of these folksongs. The analysis traces particularly the revision process of 
Cow-driving Song No.1 (牛追唄第1), the earliest composed piece from the collection. Initially, Matsudaira based this song on 
his own transcription of the folksong, but when revising it, he referred to a different transcription. This point indicates that 
transcriptions are not merely a point of reference for his composition. By examining the role of transcriptions in these 
folksong arrangements, this study provides a clue to understanding Matsudaira’s compositional processes, widely believed 
to be based on traditional music.
Keywords: Yoritsune Matsudaira, transcription of folksong, Japanese composer

